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Ⅴ　如水会の歴代理事長
　開学以来、財界はいうに及ばず、政界、学界、官界、
言論界等、各界にわたり本学が輩出した人材は到底紹
介し切れません。ここでは、歴代理事長を紹介します。
なお、次表のうち「備考」欄記載の役職名は必ずしも
理事長在任中のものではなく、主な経歴を示しています。
　　
　　 第１・２・４代（1925-1931、1933-1935）

江口　定条（明20本）
三菱合資総理事、満鉄副総裁、貴族院議員

第３代（1931-1933）
藤村　義苗（明23本）
萬歳生命保険社長

第５代（1935-1937）
田中　都吉（明30本）
駐ソ大使・中外商業新報社社長

第６・７代（1937-1943）
平生釟三郎（明23本）
日本製鐵社長、貴族院議員・文部大臣

第８代（1943-1946）
正田貞一郎（明24本）
日清製粉社長

第９・10・13代（1946-1952、1957-1961）
菅　礼之助（明38本）
東京電力社長、帝国鑛業開発㈱社長、経団連評議員会議長

第11・12代（1952-1957）
村田　省蔵（明33本）
大阪商船社長、貴族院議員
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第14・15代（1961-1966）
中島　慶次（大５本）
王子製紙社長

第16・17代（1966-1970）
本田　弘敏（大10本）
東京瓦斯社長

第18・19代（1970-1974）
竹村吉右衛門（大13学）
安田生命社長

第20・21代（1974-1976）
高橋朝次郎（昭２学）
キリンビール社長

第22・23代（1976-1980）
茂木啓三郎（大15学）
キッコーマン社長

第24・25代（1980-1984）
川又　克二（昭４学）
日産自動車社長、経団連副会長

第26・27代（1984-1988）
田部文一郎（昭５学）
三菱商事社長、日本商工会議所副会頭

第28・29代（1988-1992）
鈴木　永二（昭12学）
三菱化成社長、日経連会長・第三次行革審会長
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第30・31代（1992-1996）
齋藤　　裕（昭17学）
新日鉄社長、経団連副会長、経団連評議員会議長

第32・33代（1996-2000）
伊藤　助成（昭28経）
日本生命社長、経団連副会長

第34・35代（2000-2004）
奥田　　碩（昭30商）
トヨタ自動車社長、経団連会長

第36・37代（2004-2008）
江頭　邦雄（昭37経）
味の素社長、経団連副会長

第38代（2008-2010）
高萩　光紀（昭39法）
ＪＸホールディングス社長

第39・40・41代（2010-2015）
松本　正義（昭42法）
住友電気工業社長、関西経済連合会会長

第42・43代（2015-2019）
岡本　　毅（昭45経）
東京ガス社長、経団連副会長

第44・45・46・47代（2019-）
杉山　博孝（昭49経）
三菱地所社長
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Ⅵ　一橋略年表
年代（西暦） 大学／如水会（その前身含む）関係事項
明 8（1875）

9月
11月

明 9（1876）
5月

明13（1880）
11月

明14（1881）
5月
7月

9月

明17（1884）
3月

明18（1885）
5月
9月

明19（1886）
7月

明20（1887）
6月

10月
明22（1889）

3月
明24（1891）

7月
明30（1897）

4月
6月

明31（1898）
1月

森有礼、銀座尾張町に「商法講習所」を開設
講習所、東京会議所の所管となる

講習所を京橋木挽町に移す

渋沢栄一ら、講習所規則を制定

全科修業年限、５年とする
東京府会、商法講習所の廃止を決議、矢野二郎
所長辞任
渋沢栄一、益田孝などの尽力により、商法講習
所再興される、矢野二郎所長に復帰

「東京商業学校」と改称、農商務省の直轄に移
管

文部省の所轄となる
「東京外国語学校」等を併せ「東京商業学校」
となり、神田一ツ橋の旧外国語学校校舎に開設

尋常科３年・高等科２年とする

尋常科を予科、高等科を本科と改め予科１年・
本科４年とする
「高等商業学校」と改称

「学友会」設立

予科２年・本科３年に改める

本校に「付属外国語学校」設置
「専攻部」設置

「高等商業学校同窓会」に改称
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年代（西暦） 大学／如水会（その前身含む）関係事項
明32（1899）

3月

4月

7月
明33（1900）

5月

7月

明35（1902）
3月
4月
7月

11月
明37（1904）

2月
3月
10月

明38（1905）
9月

明40（1907）
3月

7月

明41（1908）
6月

9月
明42（1909）

4月

商業教員養成所設置（修業年限２年）
高等商業学校同窓会会誌第１号発刊
付属外国語学校を「東京外国語学校」
（東京外語大の前身）と改称し母校より分離
専攻部、修業年限を２年とする

母校で地方商業学校長会議開催、「第二高等商
業学校」（神戸大の前身）の開設が建議された
渋沢栄一、同窓会主催還暦祝賀会で「商業大学
設立」を力説

第二高等商業学校設立勅令公布
「東京高等商業学校」と改称
渋沢栄一、海外同窓会支部にて商業大学設置論
を強調
「一橋会（ひとつばしかい）」発足

「一橋会々歌」（「長煙遠く」）選ばれる
一橋会機関誌「一橋会雑誌」創刊
同窓会ロンドン支部、端艇部へ銀杯を贈呈
（ロンドンカップ）

開校記念日制定（９月22日）

衆議院及び貴族院、商科大学設立に関する建議
案を可決
同窓会、商科大学設立は母校改造が最適なるこ
と、文相に陳述

母校教授間で主張される商業大学と新設予定の
帝国大学経済科との差異を同窓会会誌に掲載
東京帝国大学法科大学に経済科を開設

帝大教授会・評議会、法科大学に商科大学を設
置することを決定
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年代（西暦） 大学／如水会（その前身含む）関係事項
明42（1909）

5月

〃

明45（1912）
3月
〃

大 2（1913）
4月
6月
7月

11月
12月

大 3（1914）
1月
8月
11月

大 8（1919）
9月

大 9（1920）
4月

6月
8月

大12（1923）
12月

大13（1924）
4月
6月
11月

大14（1925）
9月
12月

母校学生大会で、帝大法科大学の商科併置反対
を決議
文部省令にて専攻部廃止、母校学生総退学を決
議…申酉（しんゆう）事件

「専攻部」、文部省令にて存続となる
養成所、修業年限４年となる

クラブ設立準備委員会、発足
渋沢栄一、クラブ名を「如水会」と命名す
文部大臣、商業大学問題の解決について渋沢栄
一を通じ、母校商議員の意見を聴取
同窓会常議会、商業大学の合併反対を決議
文部省と母校との交渉不調に終わる

如水会設立発起人会開催
佐野善作教授、校長に就任
「如水会」創立、事務所並びに会館建設敷地と
して母校敷地を借用

「如水会館」開館式、挙行

「東京商科大学」開設、（予科３年・本科３年）
佐野善作、学長に就任
「同窓会」、「如水会」と合併
「如水会々報」創刊

（９月１日　関東大震災）
予科・専門部・養成所等、東京高等学校（幡ヶ
谷）・農業大学（渋谷）両校で授業再開

石神井仮校舎竣工し、予科授業開始
「一橋新聞」創刊
如水会事務局、丸の内ホテルを借用移転、クラ
ブ業務再開

「創立五十周年記念式典」
評議会、如水会館の改修決議
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年代（西暦） 大学／如水会（その前身含む）関係事項
大15（1926）

6月
9月
11月

昭 2（1927）
4月
11月
〃

昭 3（1928）
9月

昭 4（1929）
10月
11月

昭 5（1930）
7月
11月

12月
昭 6（1931）

5月
10月

〃

昭 7（1932）
5月
8月

昭 8（1933）
6月

昭10（1935）
2月
7月

10月

国立の運動場、完成
附属図書館、設置
如水会館修築復興、開館式挙行

「専門部」、国立で授業開始
兼松講堂落成式・開館式を挙行
渋沢栄一寿像を母校に寄贈

専門部「中和寮」、開寮式行われる

会員に「一橋の歌」歌詞募る
「商学専門部」本館が竣工

向島艇庫、新築落成
山田耕作作曲「一橋の歌」、日本青年館で初演
される
国立本館落成

母校の国立移転式挙行
「東京日々新聞」、商科大学予科及び専門部の廃
止報道、一ツ橋で全学生大会開催、全学二千名
退学届を提出…籠城事件
如水会臨時常務理事会開催、母校の「予科・専
門部廃止問題」について協議、廃止案絶対反対
を決議
文相・蔵相・内相等を訪問、陳情民政党の事情好
転の報に接する

神田一ツ橋敷地内に「一橋講堂」落成
清川正二（昭11学）オリンピックロサンゼルス
大会100ｍ背泳で金メダル獲得

小平の「予科本館」落成

小平予科敷地内に寄宿舎落成
杉村助教授の学位請求論文をめぐり「白票事
件」起こる
佐野善作、学長を退任
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年代（西暦） 大学／如水会（その前身含む）関係事項
昭11（1936）

4月
昭12（1937）

7月
昭13（1938）

1月
2月
6月

昭15（1940）
11月

昭17（1942）
6月

9月

10月
昭18（1943）

1月
4月

昭19（1944）
4月
〃

8月
9月
12月

昭20（1945）
3月

9月

12月
昭21（1946）

5月
〃

予科「一橋寮」開寮、一年生強制入寮

学生機関誌「一橋評論」創刊

月刊「一橋論叢」創刊
予科文芸部雑誌「一橋」創刊
支那事変戦没者氏名、会報掲載

「東京商科大学奨学財団」創設

文部大臣、「公益法人東京商科大学奨学財団」
設立を認可
臨戦態勢のため、学部・専門・予科とも６ヶ月
短縮、９月卒業となる
戦没会員等の合同慰霊祭を挙行

「如水会々報」用紙統制制限で紙数30頁となる
予科修業年限、２年とする

予科校舎・専門部校舎を日本軍部隊に貸与
東京商科大学奨学財団の寄附金で、神田一ツ橋
に、「東亜経済研究所庁舎」（経済研究所の前
身）が落成
「如水会々報」の頁数、10頁に制限
「東京産業大学」と改称
兼松講堂及び大学校舎の一部を中島飛行機に貸
与

一橋講堂を東部第百部隊に貸与、研究所業務を
国立へ移す
予科 ･専門部 ･学部 ･兼松講堂 ･一橋講堂、戦
争終結に伴いいずれも軍関係より返還される
如水会館、日本軍より返還

米軍の進駐軍が、一橋講堂を接収
進駐軍司令部より、如水会館接収の命令下る
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年代（西暦） 大学／如水会（その前身含む）関係事項
昭22（1947）

3月
4月

11月

昭24（1949）
5月

10月

昭25（1950）
1月
10月

昭26（1951）
3月

12月

昭27（1952）
5月
7月

昭28（1953）
3月
5月
6月

昭29（1954）
1月

昭30（1955）
1月
2月

昭31（1956）
11月

昭32（1957）
4月

昭34（1959）
4月
5月

「東京商科大学」となる
官立大学地方委譲問題起きる
ＧＨＱに直訴し、撤廃させる
本館接収中、司令部から会館の買受けの申し出
あるも、これを拒絶する

国立学校設置法公布
「一橋大学」となり、商学・経済学・法学社会
学の３学部、設置
本館接収解除要請書を特別調達庁・司令長官に
提出

財団法人一橋学園ファンド設立
「創立七十五周年記念記念式典」

「法学社会学部」が法学部と社会学部に分離さ
れ、４学部となる
特別調達庁長官宛、再度、会館接収解除を要望、
陳情書提出

一橋講堂、接収解除される
特別調達庁より、会館接収解除通知を受ける

「大学院」設置
一橋講堂再開、記念祭挙行
会館改修資金、募集始まる

一橋大学開放講座、一橋講堂にて開講

如水会館、改修完了
シュンペーター蔵書贈呈式

「一橋大学後援会」結成、募金会をもって募金
援助開始

商学部付属産業経営研究施設新設

正田英三郎（昭２学）長女、皇太子妃となる
統計資料整備センター新設
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年代（西暦） 大学／如水会（その前身含む）関係事項
昭35（1960）

6月

10月
昭37（1962）

3月

昭38（1963）
11月

昭39（1964）
4月
9月
11月

昭40（1965）
7月
9月 

昭42（1967）
9月

昭43（1968）
3月

昭44（1969）
1月

3月

5月

昭45（1970）
5月
8月
10月

昭47（1972）
7月

昭48（1973）
2月

前期自治会・後期学生会、安保に反対無期限ス
ト突入
「創立八十五周年記念式典」（兼松講堂）

旧制博士制度廃止に伴い、旧制東京商科大学廃
止

磯野長蔵氏（明30本）、母校に「磯野研究館」
を建設寄贈

日本経済統計文献センター設置
戸田艇庫完成、竣工式挙行
本会創立50周年記念式典開催

「一ツ橋」の町名存続決定
「創立九十周年記念式典」（兼松講堂）

会館改築計画準備委員会設置

小平分校学生食堂、竣工

大学評議会、学生、院生と団交。六議題合意文
書取り交す
大学評議会、学生・院生と団交。学長選及び学
生自治の確認書取り交す
大学運営臨時措置法案に反対する学生が国立本
館を封鎖

「会館敷地買取り方針」決定
一ツ橋如水会館改築準備資金募金会設置
相模湖艇庫、完成

会館敷地および矢野記念館、国からの「買取完
了」

創立百年記念事業委員会設置



36

如水会の歩み

年代（西暦） 大学／如水会（その前身含む）関係事項
昭49（1974）

6月

11月
昭50（1975）

5月
10月
〃

昭51（1976）
4月
6月
11月

昭53（1978）
4月
11月

昭54（1979）
1月

3月
4月
5月
6月

9月
10月

昭55（1980）
4月
7月

10月
12月

昭56（1981）
6月

昭57（1982）
9月
〃

「一ツ橋如水会館改築に関する調査報告書」、完
成
本会創立60周年記念行事開催

創立記念日９月22日を24日とする
「創立百周年記念式典」（兼松講堂）
「母校創立百年記念祝賀会」（如水会館）

「商学部」、商学科・経営学科の２学科制となる
「一橋大学創立百年記念事業募金会」を発足
銀座松坂屋前の歩道に、「一橋大学発祥の地記
念碑」建立

社会科学古典資料センター設置
練馬区石神井の東京商科大学予科跡に「記念
碑」を建立

大平正芳氏（昭11学）内閣総理大臣就任祝賀会
開催
東校舎（旧専門部）構内に体育館完成
「法学部」拡充改組（３課程となる）
会館改築本部設置
一橋大学創立百年記念事業募金に目標を超えた
13億円が集まる
旧如水会館閉館
如水会事務所、大手町の安田火災ビルに移転

「社会学部」３課程に拡充改組
創立百年記念事業募金会より図書購入資金等交
付される
本館解体工事完了
情報処理センター設置

一橋大学学園史編纂委員会発足

国立の新事務棟、完成
如水会ビル竣工落成披露宴開催
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年代（西暦） 大学／如水会（その前身含む）関係事項
昭59（1984）

10月

11月
昭60（1985）

4月
10月

昭62（1987）
7月

11月
昭63（1988）

8月
11月

平 1（1989）
3月

11月
平 2（1990）

4月

6月
9月

平 3（1991）
4月
〃

〃
11月

〃
平 4（1992）

4月

7月

8月

国立本校にて、地域住民のための「公開講座」
開講
本会創立70周年記念行事開催

社会科学系外国雑誌センター設置
「創立百十周年記念式典」（兼松講堂）

「如水会海外留学奨学金」および「如水会外国
人留学生奨学金」の両制度創設
「明治産業海外留学奨学金」制度創設

「如水会々報」、創刊700号発行
如水会ビル改造委員会発足

国立キャンパスに大テント会場を特設、第1回
「卒業祝賀パーティー」を挙行
本会創立75周年記念行事開催

「如水会海外留学奨学金」、「明治産業海外留学
奨学金」両制度を一本化、「一橋大学海外派遣
留学制度」と改称
評議会、キャンパス統合を決定
受験生のための「一橋大学案内」を刊行

京都にて第一回「一橋大学移動講座」開催
如水会館において第１回「一橋大学新入生歓迎
会」挙行
会員証カード制度を実施
一橋大学経済研究所創立五十周年記念式典を如
水会館にて挙行
如水会ビル改造竣工及び記念行事開催

ワシントン市ポトマック川「桜祭り」レガッタ
に本学クルー東大と共に出場
国立西校舎に「一橋大学国際交流会館」オープ
ン
「一橋大学ＰＲ用ビデオ」完成。関係者に配布
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如水会の歩み

年代（西暦） 大学／如水会（その前身含む）関係事項
平 4（1992）

9月
12月

平 5（1993）
6月

平 6（1994）
10月
11月

平 7（1995）
10月
〃

平 8（1996）
4月
〃

5月
10月
〃

平 9（1997）
4月

11月
平11（1999）

11月

平12（2000）
4月
10月
〃

平13（2001）
4月

平14（2002）
4月
12月

「一橋フォーラム21」講義録頒布開始
「如水ゲストハウス」を母校に寄附

評議会「小平老巧建物移転改築」を決定（四年
一貫教育へ）

「佐野書院」を母校に寄附
本会創立80周年記念行事開催

「創立百二十周年記念式典」（兼松講堂）
一橋大学百二十周年記念祝賀会

独立大学院「言語社会研究科」開設
国立東校舎内の新教室棟用冷房設備を母校に寄
附
小平分校を廃止
国立にて「四年一貫教育」始まる
国立西校舎内の「課外活動施設」を母校に寄附

「一橋大学創立百二十五周年記念事業募金」始
まる
「四年一貫教育」に必要なインフラすべて整う

百二十五周年募金で「如水スポーツプラザ」を
大学に寄附

独立大学院「国際企業戦略研究科」開設
「創立百二十五周年記念式典」（一橋記念講堂）
一橋大学創立百二十五周年記念祝賀会（如水会
館）

四大学連合始動

小平に国際共同研究センター新設
「一橋大学重要施設改修基金募金」始まる
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如水会の歩み

年代（西暦） 大学／如水会（その前身含む）関係事項
平15（2003）

4月
5月

平16（2004）
3月
〃
4月
〃
8月
〃
10月
11月

平17（2005）
4月
〃

平18（2006）
3月
4月
6月

7月
8月
11月
12月

平19（2007）
1月

平20（2008）
1月
2月

平21（2009）
1月
〃
11月
12月
〃

平22（2010）
2月

大学教育研究開発センター設置
小平国際キャンパス完成記念式典

兼松講堂改修工事完了
大学院総合教育研究棟新設
国立大学法人一橋大学となる
法科大学院設置
一橋大学北京事務所開設
戸田艇庫を大学に寄附
学生支援センター設置
本会創立90周年

「国際・公共政策大学院」開設
「如水会々報」、創刊900号発行

西キャンパス本館改修工事完了
学部新入生入会開始
第一回ホームカミングデー開催（以降、2018年
第十三回まで継続して開催）
外国人留学生入会開始
「如水会々報」８・９月号（合併号）発行
会員名簿Ｗｅｂ化
一橋大学基金運営委員会を設置

一橋大学基金募金支援会発足

磯野研究館改修工事完了
ラグビー場改修工事完了

第一研究館改修工事完了
「如水会々報」の大判化
申酉事件100周年記念行事開催
東一号館太陽光発電設備工事完了
経済研究所棟改修工事完了

第三研究館新営工事完了
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如水会の歩み

年代（西暦） 大学／如水会（その前身含む）関係事項
平22（2010）

3月
10月

平23（2011）
3月
〃
4月
5月
〃

平24（2012）
5月

10月
平25（2013）

4月
平26（2014）

4月
〃
11月

平27（2015）
2月
3月

10月
平28（2016）

6月

平30（2018）
4月

平31･ 令元
（2019） 9月
令２（2020）

8月

国立国際ゲストハウス新営工事完了
「創立百三十五周年・国立移転八十周年記念式
典」（兼松講堂）

（３月11日　東日本大震災）
学位記授与式中止
卒業祝賀パーティー中止
第二次一橋大学基金支援会発足
卒業記念式挙行
東キャンパスカフェテリアにて卒業記念祝賀パ
ーティー開催

一橋記念講堂を取得し、新「一橋講堂」発足記
念式典を挙行
体育会ＯＢＯＧ連絡会発足

一般社団法人如水会へ移行

森有礼高等教育国際流動化センター設置
「如水会々報」、創刊1,000号発行
本会創立100周年記念行事開催

文連ＯＢＯＧ連絡会発足
旧階段教室を如水会百周年記念インテリジェン
トホールに改修
「創立百四十周年記念講演会」（兼松講堂）

中野紘志選手（平23商）リオ五輪ボート競技出
場祝賀激励会開催

商学研究科・国際企業戦略研究科を改組し、経
営管理研究科を設置

指定国立大学法人に指定

「如水会々報」創刊100周年
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如水会の歩み

年代（西暦） 大学／如水会（その前身含む）関係事項
令３（2021）

7月

令４（2022）
10月

令５（2023）
2月
4月

7月

9月

令６（2024）
1月

10月

11月

令７（2025）
5月

7月

11月

荒川龍太選手（平29法）東京五輪ボート競技出
場

会報デジタルサービス開始

一橋大学との個人データ共同利用開始
ソーシャル・データサイエンス学部・研究科設
置
「新入生歓迎会」コロナ禍を経て３年振りに開
催
大学創立150周年に向けて「如水会支部長総会」
開催

「如水会員新年会」コロナ禍を経て４年振りに
開催
東京工業大学と東京医科歯科大学が合併して東
京科学大学が誕生したことにより四大学連合は
三大学連合に改組
「創立150周年記念プレイベント／2024年ホーム
カミングデー」開催

「一橋大学創立150周年記念 /2025年度ホームカ
ミングデー」開催
三大学連合（東京科学大学、東京外国語大学、
一橋大学）にお茶の水女子大学が加わり、四大
学未来共創連合が発足
「一橋大学創立150周年記念式典・記念講演（パ
ネルディスカッション）」（一橋講堂）
「一橋大学創立150周年記念祝賀会」（如水会館）


